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地域レベルでも市民の政治参加のための制度が整備された。2001 年の都市法は，都市政策の原則の 1 つ
としてコミュニティを代表する多様なアソシエーションの参加による統治を挙げ，それを保証するものとし
て公共の場での議論・聴聞・諮問，利害関係者による会議，市民参加による都市マスタープラン作成などの
制度が導入された。住民が予算作成に参加する制度もある。1989 年にポルトアレグレで始まった参加型予
算は，現在ではおよそ 150 の都市で実施されている。その制度は，住民が真に必要とする社会資本を効率的
に供給し，また予算決定における透明性を高めることによって腐敗を抑制し，それらを通じて社会開発を実
現する手段である。参加型予算は代表民主主義を否定するものではない。行政の役割を否定するものでもな
い。予算は最終的に議会で決定される。行政は市民による予算作成に専門的知識を提供している。参加型予
算は，不完全な代表民主主義と行政組織を補完し，それらの効率性と正統性を高める制度である。地方政治
への市民参加制度は，医療，教育，水資源管理など個別のセクターでも導入されている。
もちろんブラジルの市民参加制度のすべてがうまくいっているわけではない。市民が政治参加に必要な能
力を必ずしも備えているわけではない。市民参加は政治過程を冗長なものとする危険がある。これらは社会
の失敗を引き起こす可能性がある。しかし，ブラジルの市民参加制度は，不完全でときに反社会的な国家を
いかに統治するかについて，多くの示唆を与えているのもまた事実である。市民参加は国家の社会的統治の
手段である。社会的統治は国家を社会と市民のための国家へと変革する。政治参加の経験は市民をエンパワー
する。財政危機，原発事故などに対して国家が機能不全に陥っている中，われわれは，国家の社会的統治に
向けてのブラジルの創造的な挑戦から学ぶことができる。
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